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今号の表紙写真
　　　　上富良野混声合唱団 響け、私たちの歌声♪

第　　　号115

議会だよ議会だよりり

議員定数・議員報酬調査特別委員会議員定数・議員報酬調査特別委員会

定数現状維持の 14 名！！定数現状維持の 14 名！！

６月定例会　７名の一般質問６月定例会　７名の一般質問

高校生への支援は？高校生への支援は？

北海道町村議会コンクール北海道町村議会コンクール

第３回臨時会第３回臨時会

厚生文教常任委員会厚生文教常任委員会

子どもセンターと子どもセンターと
　            　発達支援　            　発達支援

発行

コロナ経済対策コロナ経済対策
グルメクーポンなどグルメクーポンなど

などなど

議会だより入選！！議会だより入選！！
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                                                                                                                                           かみふらの議会だより第 115 号 ❷

　
　
議
会
活
性
化
を
進
め
る
中
で
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
定
数
、
報
酬
か
を
協
議
す
る
た
め
、
令
和
３
年
12
月
16
日
の
第
４
回
定
例
会

に
お
い
て
議
長
を
除
く
13
名
の
議
員
に
よ
る
議
員
定
数
・
議
員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
６
回
の
調
査
特
別
委
員
会
を
開
催
し

調
査
・
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

議員定数議員定数

　
多
様
な
町
民
の
意
見
を
聴
取
す

る
に
は
多
く
の
議
員
が
必
要
だ
。

　
過
去
の
選
挙
に
お
い
て
上
富
良

野
は
定
数
以
上
の
候
補
者
が
い
る

実
状
で
、
議
員
の
な
り
手
の
間
口

を
狭
め
る
必
要
は
な
い
。

　
委
員
長
採
決
の
た
め
委
員
会
定

数
は
奇
数
が
よ
い
。
過
日
、
コ
ロ

ナ
禍
で
委
員
が
欠
席
と
な
っ
た
際
、

現
在
の
７
名
よ
り
少
数
で
は
委
員

会
審
議
に
支
障
を
き
た
す
こ
と
を

実
感
し
た
。

議
員
定
数
に
つ
い
て

　
現
在
の
上
富
良
野
町
議
会
の
議
員
定
数
は
14
名
で
選
挙
に

お
い
て
は
定
数
を
超
え
る
立
候
補
者
が
で
て
い
る
状
況
で
あ

る
。（
表
１
）

ま
と
め

　
町
民
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
や
意
見
を
聴
取
す
る
に
は
多
く
の

委
員
が
必
要
で
あ
り
、
町
の
産
業
構
造
か
ら
も
議
員
定
数
は

行
政
執
行
部
局
に
対
す
る
人
数
の
比
で
は
な
く
、
常
任
委
員

会
で
必
要
な
人
数
を
も
っ
て
審
議
し
た
方
が
よ
い
と
い
っ
た

観
点
か
ら
、
常
任
委
員
会
定
数
は
現
状
の
７
名
の
ま
ま
と
し
、

２
つ
の
常
任
委
員
会
の
設
置
で
議
員
定
数
は
14
名
が
妥
当
で

あ
る
と
い
う
結
論
に
至
っ
た
。

選挙期日
選挙日前
月の人口

( 人 )

当日有権
者数 ( 人 )

投票者数
( 人 )

投票率
(％ )

議員定数
( 人 )

立候補者
数 ( 人 )

定数と立
候補の差

平成 15 年
8 月 17 日

12,713 10,021 8,290 82.73 18 20 ２

平成 19 年
8 月 19 日

12,299 9,862 8,186 83.01 14 18 ４

平成 23 年
8 月 14 日

11,821 9,491 6,759 71.21 14 15 １

平成 27 年
8 月 4 日

11,185 9,112 6,551 71.89 14 16 ２

令和元年
8 月 18 日

10,699 8,894 6,224 69.98 14 19 ５

14 名が妥当である！14名が妥当である！
上富良野町議会議員選挙の結果（表１）

　
町
財
政
的
に
定
数
削
減
は
課
題

と
な
っ
て
い
な
い
。
町
職
員
の
削

減
の
動
き
も
な
い
。

令和 4 年 6 月 22 日の第 2 回定例会で岡本
委員長より調査結果の報告がありました。
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議員報酬議員報酬
現状維持か？現状維持か？

　
現
在
の
議
員
報
酬
は
近
隣
市
町

村
の
平
均
報
酬
額
か
ら
み
て
も
低

く
、
議
員
報
酬
の
み
で
生
計
を
維

持
す
る
こ
と
は
厳
し
い
。

　
議
員
報
酬
が
低
い
こ
と
は
、
議

員
の
な
り
手
不
足
の
問
題
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
。

　
議
員
報
酬
だ
け
上
げ
る
と
い
う

こ
と
は
町
民
の
理
解
が
得
ら
れ
な

い
の
で
現
在
の
ま
ま
で
よ
い
。

　
議
員
報
酬
は
議
員
が
直
接
決
め

ら
れ
る
問
題
で
は
な
い
。
報
酬
審

議
会
に
て
議
論
し
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
。

報
酬
審
議
会
へ

報
酬
審
議
会
へ

議
員
報
酬
に
つ
い
て

　
現
在
の
月
額
報
酬
が
妥
当
か
ど
う
か
の
判
断
に
つ
い
て
は

類
似
自
治
体
と
比
較
す
る
方
式
な
ど
様
々
な
検
討
方
式
が
あ

る
が
、
そ
の
中
で
も
、
町
長
の
活
動
量
・
給
与
額
を
基
に
す

る
方
式
で
試
算
し
た
。

　
町
長
の
職
務
遂
行
日
数
が
330
日
と
な
っ
て
い
る
。（
全

国
標
準
）

上
富
良
野
町
議
員
の
活
動
日
数
は
過
去
４
年
間
の
議
会

活
動
時
間
の
合
計
か
ら
換
算
日
数
を
算
出
し
た
と
こ
ろ

102
日
と
な
っ
た
。

　
議
員
活
動
日
数
102
日
と
町
長
職
務
遂
行
日
数
330
日
と

の
比
率
は
31
％
で
あ
り
、
こ
れ
を
上
富
良
野
町
町
長
給

与
月
額
75
万
円
に
乗
じ
て
算
出
し
た
と
こ
ろ
、
現
在
よ

り
も
５
万
３
千
円
増
額
の
結
果
と
な
っ
た
。（
表
２
）

ま
と
め

　
様
々
な
手
法
を
用
い
て
議
会
・
議
員
活
動
に
適
し
た
報
酬

と
な
っ
て
い
る
か
検
証
試
算
し
た
結
果
、
現
在
よ
り
も
増
額

と
な
る
根
拠
が
出
さ
れ
た
。

　
し
か
し
、
昨
今
の
コ
ロ
ナ
禍
、
物
価
高
騰
な
ど
地
域
事
情

の
中
で
議
員
報
酬
が
あ
が
る
こ
と
の
理
解
を
得
ら
れ
る
か
は

疑
問
で
あ
り
、
町
民
に
理
解
が
得
ら
れ
る
ま
で
は
、
現
状
維

持
が
望
ま
し
い
と
い
う
結
論
と
な
っ
た
。

区分 比率 計算式 報酬月額算定額 A 現在の報酬額 B 比較 (A － B)

議　長 1.5 倍 232,000 円× 1.5 348,000 円 275,000 円 73,000 円

副議長 1.2 倍 232,000 円× 1.2 278,000 円 209,000 円 69,000 円

委員長 1.1 倍 232,000 円× 1.1 255,000 円 189,000 円 66,000 円

議　員 1.0 倍 750,000 円× 31％ 232,000 円 179,000 円 53,000 円

　
報
告
書
の
全
文
は
こ
ち
ら
か
ら
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

月額報酬の算定（表２）

類似自治体等と比較する方式や、先進地調査を行った清水町の清水基準の試算方法を参考に作類似自治体等と比較する方式や、先進地調査を行った清水町の清水基準の試算方法を参考に作
成した。成した。

　
特
別
職
等
報
酬
審
議
会
と
は
・
・
・
町
長
・
副
町
長
・
教

育
長
の
給
与
額
な
ら
び
に
議
会
議
員
の
報
酬
額
に
つ
い
て
審

議
す
る
た
め
の
委
員
会
。

町
内
の
公
共
的
団
体
等
の
代
表
者
や
住
民
か
ら
選
出
さ
れ
た

10
名
で
組
織
さ
れ
る
。
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臨
時
会
・
定
例
会
の
概
要

　
第
３
回
臨
時
会
が
５
月
23
日
、
６
月
定
例
会
が
６
月
22
日
か
ら
23
日
ま
で
の
２
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　
一
般
質
問
に
は
７
名
の
議
員
が
立
ち
、
高
校
生
へ
の
支
援
、
少
子
化
対
策
、
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
、
高
齢
者
対
策
な
ど
14
項
目
に
わ
た
っ
て
、
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
議

会
か
ら
は
「
水
田
活
用
の
直
接
支
払
交
付
金
の
見
直
し
の
中
止
を
求
め
る
意
見
書
」、「
北

海
道
農
業
の
基
幹
作
物
て
ん
菜
の
生
産
を
守
る
こ
と
を
求
め
る
意
見
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。
補
正
予
算
、
条
例
改
正
、
財
産
取
得
な
ど
も
審
議
さ
れ
、
全
て
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

臨時会

｢
か
み
ふ
ら
の
グ
ル
メ

　
　
　
　
ク
ー
ポ
ン
事
業
」

　
　
　
事
業
費
１
千

250
万
円

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関

連
緊
急
経
済
対
策
と
し
て
グ

ル
メ
ク
ー
ポ
ン(

プ
レ
ミ
ア

ム
率
40
％)

事
業
が
審
議
さ

｢

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

　
　
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業

　
　
　
　
　
　(

４
回
目)

」　

　
　
　
事
業
費

817
万
７
千
円

　
厚
生
労
働
省
は
、
重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
人
は
４
回
目

を
接
種
し
た
方
が
良
い
と
判

断
し
、
専
門
家
で
構
成
す
る

補正

予算

れ
ま
し
た
。
ク
ー
ポ
ン
の
発

行
に
よ
り
町
内
飲
食
店
の
経

営
を
下
支
え
す
る
と
と
も
に
、

町
民
の
閉
塞
感
の
解
消
が
期

待
で
き
る
事
業
で
あ
る
こ
と

か
ら
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
省
の
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
も

了
承
し
た
こ
と
か
ら
60
歳
以

上
と
、
18
歳
以
上
60
歳
未
満

の
基
礎
疾
患
を
有
す
る
方
を

対
象
と
し
ま
し
た
。
４
回
目

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
必
要
な

経
費
の
補
正
予
算
が
可
決
さ

れ
ま
し
た
。

て
ん
菜
生
産
を
守
る

国
の
政
策
見
直
し
を
求
め
る

　
て
ん
菜
は
北
海
道
農
業
の

基
幹
作
物
と
し
て
重
要
な
役

割
を
は
た
し
て
い
る
。
こ
の

事
か
ら
作
付
け
制
限
を
さ
れ

る
と
輪
作
体
系
が
で
き
な
く

な
り
、
農
業
者
、
て
ん
菜
生

産
者
、
地
域
経
済
に
大
き
な

影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
か
ら
、

現
在
の
産
糖
量
64
万
ト
ン
の

枠
を
堅
持
し
、
国
産
砂
糖
を

守
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
。

　
国
が
す
す
め
る
水
田
活
用

直
接
支
払
い
交
付
金
の
見
直

し
で
、
交
付
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
水
田
が
多
く
出
る
こ

と
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
。
食

料
が
世
界
的
に
不
足
す
る
中
、

多
く
の
国
民
が
輸
入
に
依
存

し
た
食
に
不
安
を
抱
い
て
い

る
。

　
我
が
国
の
食
糧
自
給
率
を

上
げ
る
た
め
の
対
策
と
し
て
、

価
格
保
障
、
所
得
補
償
、
水

田
活
用
直
接
支
払
い
交
付
金

見
直
し
の
中
止
す
る
こ
と
を

強
く
要
望
す
る
。

意
見
書
を
国
に
提
出

議会 Pickup

輪作上必要なビート

　
現
在
は
て
ん
菜
の
作

り
す
ぎ
を
防
ぎ
、
価
格

の
安
定
を
図
る
た
め
、

産
糖
の
量
は
国
に
よ
り

調
整
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
産
糖
量
を
上
限
64
万

ト
ン
か
ら
減
ら
す
こ
と

に
よ
り
農
家
や
製
糖
工

場
に
大
き
な
影
響
が
で

ま
す
。
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富
良
野
広
域
連
合
議
会

　
　
　
　
　
　
　

第
１
回
臨
時
会

　
令
和
４
年
第
１
回
富
良
野
広
域
連
合
議
会
臨
時
会
が

５
月
30
日
に
開
催
さ
れ
、
補
正
予
算
案
１
件
、
規
約
変

更
３
件
、
人
事
案
３
件
、
財
産
の
取
得
４
件
、
報
告
１

件
が
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
任
期

満
了
に
伴
う
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
及
び
補
充
員
の
選

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

上程議案・結果（賛成：○　反対：×　欠：欠席　除：除斥）
　【可決】…原案可決、承認可決、同意可決　　　【否決】…原案否決
　【付託】…各委員会への付託

結

果

元
井
晴
奈

北
條
隆
男

髙
松
克
年

中
瀬
　
実

金
子
益
三

中
澤
良
隆

米
沢
義
英

荒
生
博
一

佐
藤
大
輔

今
村
辰
義

小
林
啓
太

小
田
島
久
尚

岡
本
康
裕

村
上
和
子

第２回定例会（令和４年６月 22日～ 23日） ※
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
場
合
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

令和４年度上富良野町一般会計補正予算 (第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町介護保険特別会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町簡易水道事業特別会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町公共下水道事業特別会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町水道事業会計補正予算 (第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
令和４年度上富良野町病院事業会計補正予算 (第１号 ) 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北海道市町村総合事務組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北海道市町村職員退職手当組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北海道町村議会議員公務災害補償等組合規約の変更について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（福祉バス） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（ロータリ除雪車） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
人権擁護委員候補者の推薦について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣について（議会運営委員会、議会広報特別委員会） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
議員派遣について（厚生文教常任委員会） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
水田活用の直接支払交付金の見直しの中止を求める意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
北海道農業の基幹作物てん菜の生産を守ることを求める意見について 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
第３回臨時会（令和４年５月23日）
専決処分の承認を求めることについて�
（令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 17号）） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

専決処分の承認を求めることについて�
（令和３年度上富良野町一般会計補正予算 (第 18号）） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

令和４年度上富良野町一般会計補正予算 (第１号） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
財産の取得について（上富良野町スクールバス購入） 可決 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

６月定例会、第３回臨時会　
　　　　　　　　　　審議議案と議員の賛否

人
　
　
事

人
権
擁
護
委
員

人
権
擁
護
委
員

鎌
田
　
孝
徳
さ
ん　
（
新
）　
大
町
１
丁
目
　
　

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
を
推
薦
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
、

全
員
賛
成
で
適
任
と
す
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。

議会を傍聴してみませんか？議会を傍聴してみませんか？
次の定例会の開会予定は…

９月 14 日（水）９月 14 日（水）
　　 15 日（木）です　　 15 日（木）です

※この日程は変更になる場合があ
りますので、ご確認のうえ、役場
３階の議場までお越しください。

傍聴にあたっては、新型コロナウイ
ルス感染症の予防にご配慮願いま
す。

た
か
の
り

か
ま
だ
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審
査
内
容
と
経
過

　
本
委
員
会
で
は
議
会
閉
会

中
の
調
査
項
目
を
「
子
ど
も

セ
ン
タ
ー
と
発
達
支
援
に
つ

い
て
」
と
し
、
令
和
３
年
２

回
、
令
和
４
年
８
回
に
わ
た

り
委
員
会
を
開
き
、
調
査
を

行
っ
た
。

　
現
在
進
め
ら
れ
て
い
る
新

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
建
設
に
向

け
、
本
町
の
子
育
て
支
援
が

更
に
充
実
す
る
た
め
に
、
各

事
業
の
仕
組
み
や
現
状
課
題

に
つ
い
て
担
当
職
員
か
ら
説

明
を
受
け
た
後
、
積
極
的
な

質
疑
応
答
を
経
て
更
に
理
解

を
深
め
、
今
後
の
発
達
支
援

の
あ
り
方
に
つ
い
て
委
員
間

で
議
論
を
重
ね
た
。

現
状
と
課
題

　
未
就
学
児
と
そ
の
家
族
を

対
象
に
交
流
の
場
を
提
供
し

て
い
る
地
域
子
育
て
支
援
事

業
に
お
い
て
、
２
歳
未
満
児

対
象
事
業
に
つ
い
て
は
利
用

者
が
微
増
傾
向
に
あ
る
が
職

員
数
は
増
え
て
い
な
い
。

　
相
談
支
援
専
門
職
員
１
人

が
約
20
名
を
受
け
持
つ
現
状

で
十
分
な
対
応
が
で
き
る
の

か
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は

正
職
員
が
少
な
く
、
会
計
年

度
任
用
職
員
の
安
定
雇
用
が

困
難
な
状
況
が
慢
性
的
に
続

い
て
い
る
た
め
、
１
人
の
療

育
指
導
員
（
以
下
指
導
員
）

が
約
11
人
の
児
童
を
担
当
し

て
い
る
。
こ
の
数
値
は
近
隣

施
設
に
比
べ
突
出
し
て
お
り

指
導
員
の
負
担
が
大
き
い
こ

と
が
わ
か
る
。
特
に
午
後
の

時
間
帯
は
利
用
が
集
中
し
、

１
人
の
指
導
員
が
２
組
、
も

し
く
は
複
数
の
通
級
児
を
同

時
に
指
導
す
る
こ
と
も
あ
り

職
員
の
確
保
や
個
別
指
導
室

の
増
室
が
求
め
ら
れ
る
。

　
ま
た
、
一
般
的
に
「
発
達

支
援
」
と
い
う
言
葉
に
抵
抗

を
感
じ
る
ケ
ー
ス
で
は
、
通

所
を
た
め
ら
う
場
合
が
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
支
援
を
受
け

る
機
会
を
逃
し
て
し
ま
い
、

結
果
と
し
て
小
学
校
入
学
後

に
相
談
に
訪
れ
る
ご
家
庭
も

あ
る
。

　
自
衛
隊
駐
屯
地
を
有
し
て

い
る
我
が
町
は
、
子
育
て
世

代
の
転
入
者
が
多
い
。
そ
の

た
め
、
両
親
が
遠
く
離
れ
た

地
域
に
在
住
の
場
合
、
相
談

先
や
一
時
預
け
先
の
選
定
に

悩
む
方
も
少
な
く
な
い
。

ま
と
め

　
ど
の
部
門
も
人
員
が
不
足

し
て
お
り
、
職
員
定
数
の
見

直
し
や
勤
務
時
間
に
係
る
条

例
改
正
が
必
要
と
考
え
る
。

　
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
の
利

用
を
躊
躇
さ
れ
る
保
護
者
へ

の
理
解
を
得
る
と
と
も
に
、

偏
見
が
起
き
な
い
よ
う
な
啓

蒙
活
動
も
重
要
で
あ
る
。

　
新
設
さ
れ
る
子
ど
も
セ
ン

タ
ー
で
は
子
育
て
相
談
窓
口

の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
が
図
ら

れ
る
予
定
で
あ
り
、
今
後
、

子
ど
も
子
育
て
に
特
化
し
た

新
し
い
課
の
新
設
が
望
ま
れ

る
。

　
今
後
の
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ

社
会
に
お
け
る
我
が
町
の
子

育
て
施
策
は
、
新
設
さ
れ
る

子
ど
も
セ
ン
タ
ー
を
中
心

に
、　
全
て
の
子
ど
も
や
保

護
者
が
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

を
広
げ
て
い
き
な
が
ら
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
て
、

健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と

が
肝
要
で
あ
る
。
　

早期発見・早期対応の効果とも言え
るが、子どもの数は年々減少してい
るのに利用者数は横這いである。

年度 未就学児童数 利用者数
H25 604 59
H26 560 46
H27 539 49
H28 527 37
H29 505 52
H30 482 55
H31 445 53
R2 434 49
R3 414 51

安全で安心できる子育て環境の整備を安全で安心できる子育て環境の整備を

新子どもセンター建設に向け新子どもセンター建設に向け

～所管事務調査報告～～所管事務調査報告～

厚生文教
常任委員会

　結婚前は保育士として
ほかの町で働いていまし
たが、上富良野は子育て
支援がとても充実してい
ると思います。
　新しい子どもセンター
でも、日陰で水遊びがで
きる環境だと嬉しいです。 石川　留萌さん

とわくん (2歳 )

発達支援センター利用者数の推移

利
用
者
の
声

髙田　のぞみさん
男児２人の保護者

　新子どもセンター建設検
討会議では、委員として利
用者の目線から、特にハー
ド面に関して意見を述べま
した。
　安全面や子どもたちへの
配慮が行き届いた施設にな
ることを期待しています。
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クールビズ実施期間中につきネクタイ着
用の義務付けはされていません。

上富良野のここが聞きたい‼上富良野のここが聞きたい‼
7 名の議員が町政を問う7 名の議員が町政を問う

　一般質問とは、年４回の定例会において議員が住民の声や自身の考えなどにより、町政全
般にわたって執行者の考えをただすものです。
　議会だよりではスペースの都合上、質問と答弁を要約して掲載しています。
　詳細は後日、行政ホームページに会議録を掲載します。
　議場では臨場感のあるやり取りを傍聴することができます。ぜひ、議場へお越しください。

佐藤　大輔 議員

北條　隆男 議員

小林　啓太 議員

小田島　久尚 議員

中瀬　実 議員

米沢　義英 議員

①　�高校生と、そのご家族に対
する支援について

①　�子育て世帯（高校生）への
補助について

①　�町の少子化対策に関して

①　�学校給食費について
②　�定住移住促進対策について

①　�ジェットコースターの路に
駐車場の設置は

①　�ラベンダーハイツの将来像
について

②　�上富良野町のパークゴルフ
場について

①　高齢者対策について
②　�高齢者補聴器助成について
③　�高校生への支援制度について
④　�営業と暮らしを守る対策について
⑤　道路の改修について
⑥　�泥流地帯の映画化について　

荒生　博一 議員
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一般
質問

❽

佐藤　大輔　議員

佐
藤
議
員
　
我
が
町
は
、
上

富
良
野
高
校（
以
下「
上
高
」)

の
存
続
を
目
的
と
し
て
支

援
策
を
講
じ
て
き
た
。
一
方
、

町
外
の
高
校
に
通
う
生
徒
に

対
し
て
の
支
援
は
な
い
。

　
町
の
将
来
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
、
高
校
進
学
に
際
し

目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
を
進

め
ら
れ
る
よ
う
、
通
学
費
の

補
助
な
ど
支
援
策
を
講
じ
る

考
え
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
上
高
存
続
の
た

め
の
施
策
を
展
開
し
て
い
る

の
で
、
町
外
に
通
う
高
校
生

に
対
し
通
学
費
の
補
助
な
ど

を
行
う
と
、
上
高
の
入
学
者

数
が
減
少
す
る
お
そ
れ
が
あ

り
、
現
段
階
で
そ
の
よ
う
な

施
策
は
考
え
て
い
な
い
。

佐
藤
議
員
　
美
瑛
町
で
も
美

瑛
高
校
振
興
策
を
展
開
し
て

い
る
が
、
近
年
町
外
の
高
校

旭川行き始発列車に乗り込む学生たち

に
通
う
子
ど
も
に
対
し
て
も

３
万
円
を
支
給
す
る
事
業
を

開
始
し
た
。
２
つ
の
事
業
は

ど
ち
ら
も
町
や
子
ど
も
た
ち

の
た
め
の
事
業
で
あ
り
、
全

く
の
別
物
と
す
る
美
瑛
町
の

考
え
方
に
同
意
す
る
。

　
目
標
に
向
か
っ
て
歩
み
出

す
子
ど
も
た
ち
が
第
１
志
望

の
高
校
に
進
学
で
き
る
よ
う
、

背
中
を
押
す
こ
と
も
行
政
の

責
務
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

斉
藤
町
長
　
上
高
の
存
続

と
、
町
外
に
通
う
高
校
生
へ

の
支
援
の
ど
ち
ら
を
優
先
す

る
の
か
と
問
わ
れ
る
と
、
町

我が子が高校、大学
へと進むにつれ身体
的、経済的負担が重
くなる子育て世代の
方々に安心を与える
取り組みを望むが…

高
校
生
の
定
期
代
…
現
在
旭
川
ま
で
は
月

１
万
２
千
800
円
、
富
良
野
ま
で
は
９
千
500
円
で
、

こ
こ
数
年
価
格
の
上
昇
が
続
い
て
い
る
。

町外に通う高校生への支援は
町長－今は考えていない

子育て
支援

に
と
っ
て
影
響
が
大
き
い
と

い
う
理
由
で
、
上
高
の
存
続

を
優
先
す
べ
き
と
考
え
て
い

る
。
　

佐
藤
議
員
　「
な
ぜ
上
高
生

だ
け
支
援
さ
れ
る
の
か
」
と

不
満
の
声
も
聞
か
れ
る
。
町

内
の
全
て
の
子
ど
も
達
に
バ

ラ
ン
ス
の
取
れ
た
支
援
策
を

講
じ
る
こ
と
で
、
か
え
っ
て

存
続
に
対
す
る
町
民
全
体
の

理
解
も
深
ま
る
と
思
う
。

　
２
０
２
５
年
に
は
富
良
野

高
校
と
富
良
野
緑
峰
高
校
が

再
編
統
合
さ
れ
間
口
が
減
る

予
定
だ
。
町
外
の
高
校
に
通

う
子
ど
も
達
へ
の
支
援
に
着

手
す
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で

は
。
　

斉
藤
町
長
　
町
外
に
通
っ
て

い
る
学
生
に
不
便
さ
は
あ
っ

て
も
不
利
益
は
な
い
。
上
高

の
入
学
者
数
が
２
年
続
け
て

20
名
を
下
回
る
と
廃
校
と
な

り
影
響
が
大
き
い
の
で
、
上

高
振
興
策
の
み
続
け
る
。

佐
藤
議
員
　
通
学
環
境
の
改

善
の
た
め
に
、
富
良
野
沿
線

で
議
論
し
、
J
R
に
対
し
て

ダ
イ
ヤ
改
正
を
要
望
す
る
等

の
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
べ

き
と
思
う
が
。
　

斉
藤
町
長
　
J
R
へ
の
要
望

は
難
し
い
と
考
え
る
。

佐
藤
議
員
　
ダ
イ
ヤ
改
正
に

関
し
て
、
あ
る
駅
の
駅
長
か

ら
「
地
域
の
生
の
声
は
大
い

に
価
値
が
あ
る
」
と
伺
っ
た
。

　
通
学
環
境
の
改
善
は
、
保

護
者
の
負
担
軽
減
、
子
ど
も

た
ち
の
学
力
や
部
活
動
で
の

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
向
上
に
も

繋
が
る
と
思
う
が
。

斉
藤
町
長
　
機
会
が
あ
れ
ば
、

地
元
の
声
は
J
R
に
伝
え

て
い
く
。
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北條　隆男　議員

北
條
議
員
　
町
外
の
高
校
に

進
学
す
る
生
徒
が
大
半
を
占

め
て
い
る
現
状
の
中
、
通
学

に
使
用
し
て
い
る
Ｊ
Ｒ
定
期

代
は
子
育
て
世
帯
に
と
っ
て

大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
る
。

一
年
間
の
定
期
代
は
、
富
良

野
ま
で
10
万
２
千
640
円
、
旭

川
ま
で
13
万
８
千
280
円
。
子

育
て
世
帯
へ
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
半
額
程
度
の
補
助
は

で
き
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
町
外
へ
通
学
す

る
高
校
生
へ
の
Ｊ
Ｒ
定
期
代

の
補
助
に
つ
い
て
、
高
校
通

学
に
は
相
当
の
経
費
を
要
す

る
こ
と
は
承
知
し
て
い
る

が
、
本
町
は
、
地
元
上
富
良

野
高
校
の
存
続
と
魅
力
あ
る

学
校
づ
く
り
に
対
し
て
施
策

を
展
開
し
て
お
り
、
通
学
費

を
町
内
外
の
高
校
に
通
う
高

校
生
に
一
律
補
助
す
る
こ
と

補
助
を
行
っ
て
は
。

斉
藤
町
長
　
今
年
度
か
ら
生

徒
が
使
用
す
る
タ
ブ
レ
ッ
ト

パ
ソ
コ
ン
購
入
に
つ
い
て
は
、

生
徒
個
人
が
専
用
し
て
使
用

す
る
教
科
書
等
と
同
様
に
私

費
負
担
し
て
い
る
。

　
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
の

購
入
に
つ
い
て
、
そ
の
対
応

は
、
地
元
自
治
体
の
補
助
制

度
、
私
費
購
入
、
学
校
か
ら

の
貸
付
け
対
応
、
既
に
所
有

し
て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ

コ
ン
の
使
用
が
可
能
な
ど
各

高
校
で
の
対
応
が
様
々
で
あ

り
現
段
階
で
は
制
度
を
検
討

す
る
時
期
で
は
な
く
上
富
良

野
高
校
の
施
策
と
相
反
す
る

も
の
と
判
断
し
て
い
る
。

北
條
議
員
　
本
年
度
か
ら
始

ま
っ
た
中
学
生
ま
で
の
医
療

費
無
料
化
だ
が
、
高
校
生
ま

で
範
囲
を
広
げ
て
も
良
い
の

で
は
な
い
か
。

斉
藤
町
長
　
高
校
生
の
医
療

費
無
料
化
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
医
療
費
実
績
、
児
童
・

生
徒
の
推
移
及
び
財
政
状
況

を
見
極
め
、
効
果
が
一
定
程

度
検
証
さ
れ
た
後
に
検
討
を

行
う
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

上富良野－富良野間の定期券

は
、
現
段
階
で
子
育
て
支

援
策
と
し
て
拡
大
す
る
こ
と

は
相
反
す
る
施
策
と
考
え
る
。

低
所
得
世
帯
へ
の
支
援
に
つ

い
て
は
、
北
海
道
公
立
高
校

生
等
奨
学
給
付
金
等
の
活
用

や
、
実
態
の
調
査
・
検
討
も

重
要
と
認
識
し
て
い
る
。

北
條
議
員
　
今
年
度
入
学
時

か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン

が
必
要
と
な
っ
た
。
町
と
し

て
も
上
富
良
野
高
校
に
入
学

し
た
生
徒
に
対
し
、
90
％
の

補
助
を
行
っ
て
い
る
。
町
外

の
高
校
へ
進
学
し
て
い
る
生

徒
に
対
し
て
も
50
％
程
度
の

上富良野高校存続
の考えはわかるが、
町外の高校へ通学
している生徒も町
民。
支援策があっても
よいのでは。

道
立
高
校
に
お
い
て
、
２
０
２
２
年
度
入
学
生

か
ら
一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
授
業
が
開
始
さ
れ
た
た
め
教
科
書
同
様

購
入
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
ま
し
た
。

全高校生への支援拡充を
町長－地元高校存続施策と相反する

子育て
支援

タ
ブ
レ
ッ
ト
パ
ソ
コ
ン
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小林　啓太　議員

小
林
議
員
　
少
子
化
の
問
題

は
全
世
代
に
関
わ
る
問
題
と

い
う
認
識
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長

　
少
子
化
が
進
ん

だ
原
因
は
社
会
的
背
景
に
よ

る
出
生
力
の
低
下
で
あ
る
が
、

全
世
代
に
か
か
る
問
題
で
あ

る
と
捉
え
て
い
る
。

小
林
議
員
　
出
生
力
を
向
上

さ
せ
る
た
め
の
具
体
的
な
取

り
組
み
は
。

斉
藤
町
長
　
子
育
て
事
業
を

通
じ
最
大
限
の
努
力
を
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

小
林
議
員
　
具
体
的
に
は
。

斉
藤
町
長
　
直
接
こ
う
し
ろ

と
い
う
の
は
難
し
い
。

小
林
議
員

　
不
妊
治
療
に
対

す
る
支
援
を
必
要
と
し
て
い

る
人
が
い
る
認
識
は
あ
る
か
。

斉
藤
町
長
　
必
要
と
し
て
い

る
人
も
い
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
相
談
待
ち
の
状
態
で
あ

病院で見せられた助成一覧。右上に赤く「上フラノ町なし」と書かれている。

る
。

小
林
議
員

　
富
良
野
保
健
所

に
よ
る
と
R
３
年
度
は
上
富

良
野
町
の
12
組
の
夫
婦
が
不

妊
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
た

実
績
が
あ
る
が
、
こ
の
数
字

を
ど
う
考
え
る
か
。

斉
藤
町
長

　
自
分
の
友
人
な

ど
に
も
不
妊
治
療
に
取
り
組

ん
で
い
る
方
も
多
く
い
る
の

で
、
実
際
は
も
っ
と
い
る
の

か
な
と
思
っ
た
。

小
林
議
員
　
経
済
的
な
支
援

が
届
け
ば
治
療
に
取
り
組
む

方
が
増
え
、
取
り
組
む
回
数

も
増
え
た
と
い
う
デ
ー
タ
も

あ
り
、
経
済
的
な
支
援
が
具

体
的
な
出
生
力
向
上
に
繋
が

上富良野ではここ20
年間で、１年間に生
まれる子どもの人数
が 148人から 60人
以下になるなど大幅
に減少している…

最
近
で
は
体
外
受
精
な
ど
の「
生
殖
補
助
医
療
」

を
受
け
て
生
ま
れ
る
子
ど
も
が
14
人
に
１
人
の

割
合
で
い
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
多
く
の
市
町

村
が
そ
の
高
額
な
治
療
費
に
対
し
て
独
自
の
助

成
を
行
っ
て
い
る
。

不妊治療に対して支援する考えは
町長－考えていない

不妊
治療

る
と
考
え
ら
れ
る
が
。

斉
藤
町
長

　
自
己
負
担
が
軽

減
さ
れ
る
と
そ
れ
ら
の
数
字

が
上
が
る
の
は
想
像
で
き
る
。

小
林
議
員
　
こ
れ
ま
で
上
川

19
町
村
中
16
町
村
が
独
自
に

不
妊
治
療
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
た
中
、
上
富
良
野

は
何
も
し
て
こ
な
か
っ
た
。

近
隣
市
町
村
の
住
民
と
自
己

負
担
額
に
大
き
な
差
が
あ
っ

た
こ
と
は
認
識
し
て
い
た
か
。

斉
藤
町
長
　
自
己
負
担
額
が

他
町
村
と
比
較
す
る
と
大
き

い
認
識
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ

ま
で
町
独
自
の
助
成
を
検
討

し
た
経
緯
は
な
か
っ
た
。

小
林
議
員

　
今
後
経
済
的
な

負
担
が
軽
減
す
る
よ
う
な
町

独
自
の
支
援
を
行
う
考
え
は
。

斉
藤
町
長
　
Ｒ
４
年
度
よ
り

不
妊
治
療
に
対
し
て
保
険
適

用
が
ス
タ
ー
ト
し
た
こ
と
に

よ
り
、
経
済
的
な
負
担
の
軽

減
と
い
う
課
題
は
解
決
し
た

と
考
え
て
い
る
。

小
林
議
員
　
保
険
が
適
用
さ

れ
て
も
自
己
負
担
額
は
さ
ほ

ど
変
わ
ら
な
い
と
い
う
デ
ー

タ
も
あ
る
が
。

斉
藤
町
長

　
他
の
市
町
村
も

支
援
を
継
続
す
る
の
で
あ
れ

ば
差
は
残
る
か
と
思
う
。

　

小
林
議
員
　
他
の
市
町
村
は

保
険
適
用
前
の
助
成
と
ほ
ぼ

同
等
の
助
成
を
行
う
こ
と
を

決
定
し
て
き
て
い
る
が
。

斉
藤
町
長
　
町
に
よ
っ
て
何

に
力
を
入
れ
る
の
か
と
い
う

の
は
違
う
の
で
、
上
富
良
野

の
方
の
不
妊
治
療
の
自
己
負

担
が
多
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
は
や
む
を
得
な
い
。

そ
の
負
担
額
が
許
容
で
き
る

範
囲
な
の
か
が
重
要
で
あ
る
。
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小田島  久尚  議員

小
田
島
議
員
　
食
品
や
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
の
価
格
が
上
昇

し
て
お
り
家
計
へ
の
負
担
が

増
え
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

今
後
さ
ら
な
る
食
品
の
価
格

上
昇
も
見
込
ま
れ
る
中
、
給

食
費
の
値
上
げ
を
心
配
す
る

声
も
聞
い
て
い
る
。
給
食
費

の
値
上
げ
に
つ
い
て
考
え
を

伺
う
。

鈴
木
教
育
長
　
今
年
度
の
学

校
給
食
に
か
か
る
食
材
費
に

つ
い
て
は
、
令
和
４
年
４
月

か
ら
５
月
の
２
か
月
に
お
い

て
前
年
度
同
時
期
と
比
較
し

た
と
こ
ろ
、
現
時
点
で
は
大

き
な
影
響
は
で
て
い
な
い
。

　
食
材
費
に
か
か
る
食
品
や

調
味
料
等
の
価
格
動
向
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
５
月
に

総
務
省
よ
り
公
表
さ
れ
て
い

る
消
費
者
物
価
指
数
４
月
分

の
食
料
費
目
で
は
2.9
％
の
上

富良野広域連合　上富良野学校給食センター

昇
が
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
今
年
度
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
予
断
を
許
さ
な
い

状
況
で
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
し
か
し
、
給
食
費
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
今
年
２
年

目
を
迎
え
た
ば
か
り
で
あ
り
、

改
正
に
あ
た
っ
て
は
慎
重
な

審
議
を
要
す
る
こ
と
か
ら
、

今
後
の
食
材
費
に
か
か
る
経

費
の
推
移
を
注
視
し
つ
つ
、

富
良
野
広
域
連
合
及
び
関
係

機
関
と
連
携
し
調
査
・
検
証

を
進
め
て
い
く
が
、
現
時
点

で
は
給
食
費
の
改
訂
に
つ
い

て
検
討
す
る
に
は
至
っ
て
い

な
い
。

近年、偏った栄養摂取
や朝食欠食など子ども
たちの健康を取り巻く
問題が深刻化している
そうです。こうした問
題の解決として食育が
重要では？

本
町
の
人
口
は
、
昭
和
30
年
の
自
衛
隊
の
駐
屯

に
よ
り
急
増
し
、
昭
和
35
年
に
は
１
万
７
千
101

人
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
減
少
が
続
き
本
年

３
月
31
日
現
在
１
万
188
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

給食費の値上げは考えているのか
教育長－現時点では大きな影響はでていない

学校
給食

小
田
島
議
員
　
定
住
移
住
促

進
対
策
と
し
て
結
婚
祝
い
金
、

出
産
祝
い
金
、
住
宅
取
得
費

補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
る

自
治
体
が
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
施
策
を
取
入
れ
る
考
え
は

あ
る
の
か
。

斉
藤
町
長
　
町
の
定
住
移
住

施
策
に
つ
い
て
は
第
２
次
定

住
移
住
促
進
計
画
に
基
づ
き

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

　
質
問
に
あ
る
結
婚
や
出
産

祝
い
金
、
住
宅
取
得
費
補
助

事
業
に
つ
い
て
は
、
他
の
自

治
体
の
事
例
も
承
知
し
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
中

で
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る

も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

　
本
町
で
は
、
新
た
に
町
内

で
働
き
始
め
た
方
を
対
象
と

し
た
奨
学
金
返
済
支
援
補
助

金
や
空
き
家
・
空
き
地
情
報

バ
ン
ク
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
金
と
既
存
住
宅
耐
震
改

修
費
補
助
金
の
交
付
を
通
じ
、

賃
貸
や
売
買
に
よ
る
空
き
家

等
の
利
活
用
、
快
適
で
安
全

な
住
環
境
の
整
備
を
進
め
る

こ
と
で
移
住
開
始
の
た
め
の

条
件
整
備
を
推
進
し
て
い
る
。

　
定
住
移
住
施
策
は
、
直
接

的
な
経
済
支
援
は
も
と
よ
り

福
祉
や
教
育
、
建
設
、
農
業
、

観
光
、
商
工
業
な
ど
様
々
な

分
野
で
複
合
的
に
関
り
が
あ

り
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い

て
町
の
魅
力
を
挙
げ
る
べ
く

各
施
策
の
熟
度
を
高
め
る
取

組
み
を
進
め
る
こ
と
が
重
要

と
認
識
し
て
お
り
引
き
続
き

必
要
な
施
策
に
つ
い
て
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

定
住
移
住
対
策

　
　
　
新
た
な
取
組
み
を
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中瀬　実　議員

中
瀬
議
員
　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
路
は
、
町
と
し
て

も
自
慢
す
べ
き
景
色
が
楽
し

め
る
場
所
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
訪
れ
る
観
光
客
も

減
少
傾
向
だ
っ
た
が
、
春
先

か
ら
少
し
ず
つ
観
光
客
が
戻

り
つ
つ
あ
る
。

　
多
く
の
観
光
客
が
来
て
く

れ
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
こ

と
だ
が
、
地
域
住
民
と
し
て

は
交
通
安
全
上
の
問
題
が
あ

る
。
こ
の
路
は
起
伏
の
多
い

路
で
あ
り
、
一
番
起
伏
の
高

い
見
通
し
の
悪
い
と
こ
ろ
に

八
景
の
案
内
標
柱
が
あ
る
こ

と
に
よ
り
、
そ
こ
に
車
を
停

め
て
景
色
を
眺
め
た
り
、
写

真
を
撮
っ
た
り
し
て
い
る
。

観
光
協
会
で
駐
車
禁
止
の
立

て
看
板
は
設
置
し
て
い
る
が
、

全
く
お
構
い
な
し
の
状
態
、

道
路
両
側
に
車
を
停
め
て
い

が
残
存
し
現
在
の
駐
車
帯
と

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
と
ま
っ
た
台
数
の
駐
車

が
可
能
な
駐
車
場
整
備
に
つ

い
て
は
、
道
路
沿
い
の
土
地

の
確
保
や
、
農
地
の
転
用
、

こ
れ
ら
に
関
わ
る
経
費
、
維

持
管
理
、
諸
問
題
が
あ
る
こ

と
か
ら
具
体
的
な
検
討
に
い

た
っ
て
い
な
い
。

中
瀬
議
員
　
観
光
振
興
計
画

で
は
、
こ
の
よ
う
な
資
源
を

利
用
し
な
が
ら
観
光
客
の
誘

致
を
し
た
い
と
う
た
わ
れ
て

い
る
。
機
能
整
備
、
環
境
整

備
を
計
画
的
に
行
い
、
弱
み

を
強
み
に
変
え
る
こ
と
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
の

ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
の
路

の
安
全
性
を
ど
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
い
る
か
。

斉
藤
町
長
　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
路
の
安
全
性
、
交

通
事
故
の
危
険
性
、
そ
の
解

消
策
、
振
興
計
画
に
つ
い
て

何
ら
か
の
対
策
、
事
故
が
起

き
て
か
ら
で
は
遅
い
、
そ
れ

を
未
然
に
防
ぐ
対
策
、
あ
そ

こ
は
道
路
か
ら
す
ぐ
私
有
地

の
畑
な
の
で
畑
へ
の
侵
入
を

含
め
何
ら
か
の
対
策
が
必
要

と
考
え
る
。

中
瀬
議
員
　
観
光
客
の
お
も

て
な
し
に
対
し
て
、
駐
車
場

の
問
題
を
観
光
協
会
と
も
協

議
し
て
、
い
い
方
向
で
実
現

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
た
だ

き
た
い
が
。

斉
藤
町
長
　
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー

ス
タ
ー
の
路
は
、
被
写
体
と

し
て
も
、
イ
ン
ス
タ
で
も
多

く
全
国
的
な
観
光
地
、
景
色

と
な
っ
て
お
り
、
安
全
対
策

は
急
が
れ
る
も
の
と
認
識
し
、

一
日
も
早
く
安
全
が
確
保
さ

れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
。

望まれる駐車スペース

る
状
態
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
こ
と
が
続
く
こ
と
は
好
ま

し
く
な
い
こ
と
で
対
策
を
考

え
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
今
ま
で
駐
車
場
、
駐
車
帯

の
設
置
の
経
過
に
つ
い
て
伺

う
。

斉
藤
町
長
　
平
成
11
年
選
定

以
降
、
そ
の
優
れ
た
眺
望
を

最
大
限
に
生
か
す
た
め
、
平

成
16
年
に
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ

ウ
ェ
イ
の
取
組
み
の
一
環
と

し
て
、
展
望
デ
ッ
キ
を
標
柱

付
近
に
設
置
し
、
平
成
19
年

に
解
体
撤
去
し
た
跡
地
に
数

台
が
駐
車
可
能
な
ス
ペ
ー
ス

ジェットコースター
の路は、起伏のある
路で景色を眺め走る
楽さがある。でも
ゆっくりと景色を堪
能し写真を撮るため
の駐車スペースが…

上
富
良
野
八
景
と
は
…
１
９
９
９
年
に
町
民
の

推
薦
に
よ
り
選
定
さ
れ
た
上
富
良
野
の
八
つ
の

美
景
ス
ポ
ッ
ト
。
地
元
は
も
と
よ
り
多
く
の
観

光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
る
「
我
が
町
の
自
慢
の

景
色
」

駐車場の設置の実現は
町長－安全性が確保されるよう努力する

観光
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米沢　義英　議員

米
沢
議
員
　
急
激
な
物
価
高

か
ら
、
町
民
の
営
業
と
暮
ら

し
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
間
で
も
、
ガ

ソ
リ
ン
・
生
鮮
食
料
・
農
業

飼
料
等
が
上
が
り
暮
ら
し
が

大
変
な
状
況
に
あ
る
。
町
に

お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

世
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、

子
育
て
世
帯
や
高
齢
者
世
帯
、

営
業
や
暮
ら
し
、
農
業
を
守

る
た
め
に
も
具
体
的
な
対
策

が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
こ
れ
ま
で
も
感

染
拡
大
防
止
、
経
済
活
動
の

回
復
及
び
住
民
生
活
の
支
援

を
図
る
た
め
の
支
援
事
業
等

を
行
っ
て
き
た
。
第
３
回
臨

時
議
会
で
は
、
ポ
ス
ト
コ
ロ

ナ
に
向
け
た
経
済
構
造
の
転

換
・
好
循
環
実
現
の
た
め
、

グ
ル
メ
ク
―
ポ
ン
事
業
、
中

新しい事業としてレンタルスペースをオープンしたカフェ

小
企
業
等
新
展
開
支
援
事
業
、

宿
泊
誘
客
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
議
決
を
い
た
だ
い
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
物

価
高
騰
等
に
直
面
し
生
活
に

困
っ
て
い
る
住
民
の
方
や
業

者
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付

金
の
追
加
配
分
が
決
定
さ
れ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
原
油
価

格
・
物
価
高
騰
等
総
合
緊
急

対
策
と
し
て
、
独
自
支
援
に

つ
い
て
様
々
な
視
点
か
ら
検

討
を
重
ね
て
お
り
、
可
能
な

限
り
住
民
や
業
を
営
む
個
人

ま
た
は
法
人
等
に
必
要
な
措

置
を
講
じ
た
い
。

立派な城があって
も人の力がないと
役に立たない。国
を支える一番の力
は人の力であると
いう言葉がありま
す。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
と
は
…
感
染
拡
大
の
影
響
を
受
け

て
い
る
地
域
経
済
や
住
民
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
き
め
細
や
か
に
必
要
な

事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
に
創
設
さ
れ
た
。

物価高から暮らしを守る支援策を
町長－必要な措置を講じたい

高齢者
支援

認
知
症
高
齢
者
対
策
の

　
　
　
　
職
員
の
増
員
を

保
に
つ
い
て
は
、
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
が
高
齢
者
の
総
合

的
な
相
談
窓
口
に
な
っ
て
お

り
、
体
制
充
実
に
よ
る
適
正

な
包
括
的
支
援
事
業
を
実
施

す
る
た
め
、
保
健
師
・
社
会

福
祉
士
・
主
任
介
護
支
援
専

門
員
の
配
置
を
行
い
、
高
齢

者
の
地
域
で
の
暮
ら
し
を
支

え
る
た
め
、
あ
ら
ゆ
る
相

談
に
対
応
し
て
い
る
が
、
高

齢
化
に
対
応
し
た
専
門
職
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者

人
口
の
推
移
や
要
支
援
・
要

介
護
認
定
者
の
状
況
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
状
況
な

ど
を
見
極
め
な
が
ら
、
必
要

な
支
援
を
維
持
で
き
る
よ
う

適
正
な
配
置
に
努
め
た
い
。

米
沢
議
員
　
高
齢
化
率
が
高

く
な
る
中
で
認
知
高
齢
者
や

介
護
者
に
対
す
る
支
援
が
必

要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
認
知
高
齢
者
対

策
と
介
護
者
の
支
援
に
つ
い

て
は
、
認
知
症
に
対
す
る
理

解
の
促
進
と
し
て
、
認
知
症

予
防
学
習
会
の
開
催
、
認
知

症
サ
ポ
―
タ
ー
等
の
養
成
を

行
っ
て
お
り
、
地
域
ケ
ア
会

議
に
認
知
症
施
策
を
協
議
す

る
専
門
部
会
を
設
置
し
て
相

談
体
制
を
充
実
し
て
い
る
。

米
沢
議
員
　
高
齢
者
や
家
族

が
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
た
め
に
は
、
地
域
包
括
セ

ン
タ
ー
機
能
の
強
化
や
人
員

の
確
保
が
必
要
で
は
。

斉
藤
町
長
　
地
域
包
括
セ
ン

タ
ー
機
能
強
化
と
人
員
の
確
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孝

荒生　博一　議員

荒
生
議
員
　
今
後
、
現
在
の

建
物
で
機
能
改
善
を
図
っ
て

い
く
場
合
、
時
代
の
ニ
ー
ズ

に
合
わ
せ
、
多
床
室
か
ら
個

室
化
に
す
る
計
画
な
ど
の
検

討
を
し
て
い
く
考
え
が
あ
る

か
伺
う
。

斉
藤
町
長
　
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ハ

イ
ツ
は
、
50
人
の
入
所
者
を

受
け
入
れ
る
た
め
に
必
要
な

居
室
面
積
上
、
多
床
室
と
し

て
設
置
基
準
を
満
た
し
、
指

定
を
受
け
て
い
る
。
現
在
、

町
が
取
り
組
ん
で
い
る
第
８

期
介
護
保
険
事
業
計
画
で
は
、

介
護
保
険
施
設
の
令
和
７
年

度
の
サ
ー
ビ
ス
見
込
み
量
と

し
て
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

50
人
、
介
護
医
療
院
40
人
と

示
し
、
さ
ら
に
令
和
22
年
度

の
推
計
値
で
は
、
利
用
人
数

が
増
加
す
る
と
見
込
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

荒
生
議
員
　
現
状
の
芝
の
状

態
が
悪
い
な
ど
の
ク
レ
ー
ム

が
続
く
状
況
下
で
は
、
な
か

な
か
新
規
利
用
者
増
は
見
込

め
な
い
。
新
設
当
初
の
魅
力

的
な
コ
ー
ス
に
す
る
た
め
に

は
、
長
期
的
な
具
体
的
整
備

計
画
の
策
定
が
必
要
と
考
え

る
が
、
教
育
長
の
見
解
は
。

鈴
木
教
育
長
　
コ
ー
ス
の
芝

の
状
態
も
踏
ま
え
、
引
き
続

き
利
用
者
の
声
を
把
握
し
、

指
定
管
理
者
、
専
門
事
業
者

へ
の
聞
き
取
り
や
周
辺
地
域

の
コ
ー
ス
視
察
な
ど
、
コ
ー

ス
整
備
の
在
り
方
を
調
査
検

討
す
る
中
で
、
早
期
に
対
応

で
き
る
こ
と
と
長
期
的
に
整

備
す
る
こ
と
を
整
理
し
、
利

用
者
に
親
し
ま
れ
る
よ
り
よ

い
コ
ー
ス
整
備
を
進
め
た
い
。

荒
生
議
員
　
こ
よ
な
く
愛
す

る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
愛
好
家
の

方
々
に
今
後
、
開
設
当
時
の

魅
力
的
な
コ
ー
ス
造
り
を
し

っ
か
り
と
し
た
計
画
を
も
っ

て
進
め
て
い
く
と
い
う
強
い

答
弁
を
求
め
る
。

鈴
木
教
育
長
　
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
協
会
が
設
立
さ
れ
30
年
、

利
用
者
は
減
少
し
て
い
る
が
、

今
使
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る

方
に
引
き
続
き
使
っ
て
い
た

だ
け
る
施
設
コ
ー
ス
を
目
指

す
こ
と
、
そ
し
て
、
そ
の
方

た
ち
が
、
こ
こ
の
コ
ー
ス
い

い
コ
ー
ス
だ
か
ら
一
緒
に
行

き
ま
し
ょ
う
と
誘
い
合
え
る

コ
ー
ス
、
高
齢
者
だ
け
で
は

な
く
て
、
広
い
世
代
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

な
施
設
運
営
を
行
い
整
備
体

制
を
整
え
た
い
。

上富良野町パークゴルフ場

　
第
９
期
介
護
保
険
事
業
計

画
で
は
、
令
和
６
年
４
月
か

ら
令
和
９
年
３
月
の
作
成
の

中
で
、
人
口
や
高
齢
者
数
の

将
来
推
計
や
そ
れ
に
向
け
た

施
設
整
備
の
必
要
量
の
検
討

を
行
い
、
そ
の
中
で
必
要
な

床
数
の
検
討
を
行
っ
て
ま
い

り
た
い
と
思
う
が
、
現
状
の

面
積
で
は
、
個
室
化
を
す
る

こ
と
は
入
所
定
員
を
減
ら
す

こ
と
と
な
り
、
50
床
を
確
保

す
る
た
め
に
、
多
床
室
で
の

サ
ー
ビ
ス
の
提
供
を
継
続
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の

　
　
今
後
の
整
備
計
画
は

町長は、ラベンダーハ
イツは鉄筋コンクリー
トの建物であり、ボイ
ラーも既に交換済みで
あるため、10年以上
は現在の建物を修繕し
ながら使用していきた
いと考えている。

上
富
良
野
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
は
平
成
15
年
４

月
に
開
設
さ
れ
、
３
コ
ー
ス
27
ホ
ー
ル
、
全
長

１
千
472
メ
ー
ト
ル
の
国
際
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会

認
定
コ
ー
ス
と
し
て
、
町
民
及
び
地
域
住
民
の

皆
様
に
利
用
さ
れ
、
来
年
で
20
年
目
を
迎
え
る
。

ラベンダーハイツの個室化の検討は
町長－多床室でのサービスを継続していく

ラベンダー
ハイツ
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親
し
み
や
す
く
分
か
り
や
す
い
議
会
だ
よ
り

　
一
年
前
の
委
員
改
選
後
、

最
初
の
会
議
で
決
ま
っ
た
議

会
だ
よ
り
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
親
し
み
や
す
く
、
分
か
り

や
す
い
議
会
だ
よ
り
」。
そ

こ
で
全
国
で
表
彰
さ
れ
て
い

る
議
会
だ
よ
り
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
徹
底
的
に
研
究
。
ま
た

難
し
い
行
政
用
語
は
な
る
べ

く
避
け
、
解
説
が
必
要
な
用

語
に
は
「
一
口
メ
モ
」
を
つ

け
る
な
ど
、
普
段
議
会
だ
よ

り
を
読
ま
な
い
方
で
も
気
軽

に
手
に
取
っ
て
読
ん
で
も
ら

え
る
よ
う
な
工
夫
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

た
く
さ
ん
学
ん
で
、
素
直
に
実
践

　
11
月
に
行
わ
れ
た
先
進
地

調
査
で
訪
れ
た
音
更
町
で
は

「
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
活
発
な

意
見
を
出
し
合
う
為
に
会
議

は
私
服
で
行
っ
て
い
る
」
と

聞
け
ば
、
次
の
会
議
を
私
服

で
敢
行
。
ま
た
議
長
会
の
研

修
動
画
で
「
横
文
字
の
タ
イ

ト
ル
の
方
が
読
ま
れ
や
す

い
」
と
聞
け
ば
表
紙
の
タ
イ

ト
ル
を
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に

変
更
す
る
な
ど
、
良
い
と
さ

れ
る
も
の
を
謙
虚
に
速
や
か

に
取
り
入
れ
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
今
回
音
更
町
と
同
時

受
賞
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
受
賞
は
ゴ
ー
ル
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
議
会
の
ア
レ
コ
レ

を
伝
え
る
手
段
と
し
て
、
機

能
し
て
い
そ
う
な
議
会
だ
よ

り
に
与
え
ら
れ
る
プ
レ
ゼ
ン

ト
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
現

在
議
会
の
中
身
や
取
り
組
み

を
伝
え
る
手
段
は
様
々
な
も

の
が
あ
り
ま
す
が
、
最
も
多

く
の
住
民
の
手
に
直
接
届
く

の
が
議
会
だ
よ
り
で
す
。
か

み
ふ
ら
の
議
会
だ
よ
り
は
議

員
自
ら
が
原
稿
を
作
成
し
て

い
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

ど
の
よ
う
に
編
集
す
る
か
は

ま
さ
に
議
会
の
在
り
方
を
象

徴
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
ス
ピ
ー
ド
感
を
も
っ

て
大
胆
に
変
化
を
加
え
て
い

く
こ
と
に
は
様
々
な
意
見
も

あ
り
ま
し
た
が
、
一
定
の
評

価
を
頂
け
た
こ
と
で
、
変
化

し
て
い
る
方
向
性
が
間
違
っ

て
は
い
な
い
と
い
う
お
墨
付

き
を
与
え
て
も
ら
え
た
こ
と

と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

受
賞
か
ら
学
ん
だ
こ
と

読
者
で
あ
る

　
　

町
民
皆
様
に
お
願
い

113 号の表紙がデザインの銀の盾

　
か
み
ふ
ら
の
議
会
だ
よ
り

で
は
「
親
し
み
や
す
く
分
か

り
や
す
い
」
を
実
現
す
る
た

め
、
具
体
的
に
、
①
町
民
の

方
に
多
く
登
場
し
て
い
た
だ

く
こ
と
、②「
分
か
ら
な
い
」

を
な
く
す
こ
と
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
ぜ
ひ
広
報
委
員
か

ら
取
材
の
お
願
い
が
あ
っ
た

際
に
は
ご
協
力
い
た
だ
け
る

と
嬉
し
い
で
す
。
実
際
に
紙

面
に
登
場
し
て
い
た
だ
い
た

方
か
ら
は
、『
声
を
掲
載
し

て
も
ら
っ
た
こ
と
で
同
じ
思

い
を
持
っ
た
方
と
繋
が
れ

た
』
と
い
う
喜
び
の
声
も
届

き
ま
し
た
。

　
ま
た
議
会
の
中
に
い
る
と
、

つ
い
「
分
か
ら
な
い
こ
と
」

が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
で
す
の
で
ぜ
ひ
お

近
く
の
広
報
委
員
ま
で
お
気

軽
に
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。
来
年
は
特
選
が
と

れ
ま
す
よ
う
に
。
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発
行
／
上
富
良
野
町
議
会

編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会

  

議 

会 

だ 

よ 

り

編
　
集

　
後

　
記

議会広報特別委員会

委
員
長
　
　
小
　
林
　
啓
　
太

副
委
員
長
　���

元
　
井
　
晴
　
奈

委

員
　
　
髙
　
松
　
克
　
年

　
　
　
　
　
　
中
　
瀬
　
　
　
実

　
　
　
　
　
　
佐
　
藤
　
大
　
輔

　
　
　
　
　
　
小
田
島
　
久
　
尚

■
最
近
ニ
ュ
ー
ス
等
で
親
の
身
勝
手
な
し
つ
け
、
虐
待

に
よ
り
幼
い
子
ど
も
が
命
を
絶
た
れ
て
し
ま
う
。
当
事

者
で
な
け
れ
ば
わ
か
ら
な
い
事
情
は
あ
る
か
も
し
れ
な

い
。
で
も
ほ
と
ん
ど
大
人
、
親
の
責
任
で
子
ど
も
に
罪

は
な
い
。

■
食
べ
物
を
粗
末
に
し
て
は
い
け
な
い
と
昔
は
よ
く
親
、

先
生
か
ら
も
言
わ
れ
た
も
の
で
す
。
最
近
は
ど
う
で
し
ょ

う
。
ま
だ
食
べ
ら
れ
る
も
の
捨
て
て
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
食
べ
物
だ
け
で
な
く
日
常
の
生
活
用
品
も
ま
だ
使

え
る
け
ど
…

■
物
価
が
上
昇
し
て
い
ま
す
。
賃
金
、
給
料
が
上
が
ら

ず
の
状
態
が
続
い
て
い
ま
す
。
生
活
が
ま
す
ま
す
苦
し

く
な
る
ば
か
り
。
国
民
の
生
活
を
守
る
た
め
の
政
策
を

実
現
し
て
ほ
し
い
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
中
瀬
　
記
）

　
　 ４

月
27
日
　�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

５
月
10
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
16
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
23
日
　�

全
員
協
議
会
、
第
３
回
臨
時
会
、
議
員
定
数・

議
員
報
酬
調
査
特
別
委
員
会
、
厚
生
文
教
常

任
委
員
会
、
総
建
常
任
委
員
会

　
　
27
日
　
議
会
運
営
委
員
会

６
月
13�
日
　�

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

������

14
日
　
総
務
産
建
常
任
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
16
日
　
全
員
協
議
会
、
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
22
日
　
第
２
回
定
例
会
（
１
日
目
）

　
　
23
日
　�

第
２
回
定
例
会
（
２
日
目
）、
全
員
協
議
会
、

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
27
日
　�

全
員
協
議
会

７
月
６
日
　
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
議
員
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
及
び
先
進
地
調
査
（
～
７
日
）

　
　
８
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
11
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
14
日
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
15
日
　
議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
19
日
　
厚
生
文
教
常
任
委
員
会

　
　
　
　
　
　
　
　
先
進
市
町
村
行
政
調
査(

～
22
日)

議
会
の
窓

◆
北
海
道
町
村
議
会
議
長
会
よ
り
表
彰
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
村
上
和
子
議
長
が
町
議
会
議
員
と
し
て
25
年
以
上
、

金
子
益
三
議
員
が
町
議
会
議
員
と
し
て
15
年
以
上
、
地

方
自
治
の
振
興
・
発
展
に
功
労
さ
れ
、
北
海
道
町
村
議

会
議
長
会
会
長
よ
り
６
月
14
日
に
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

No.
115

村上議長金子議員


